
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「であい、ふれあい、そして未来へ」 ～自分を発揮し 求め続ける白川っ子の育成～ 
 

白川小学校だより 
 

http://www.kameyama.mie.jp/ 

kblog/shirakawa/ 

亀山市立白川小学校 第１３号 

令和７年１０月１７日（文責：西川） 

  

１０月２日（木）～３日（金）の一泊二日で、６年生が奈良・京都へ修学旅行に行ってきま
した。１日目は、朝７時に白川小学校を出発して奈良へと向かい、最初に法隆寺を訪れまし
た。南大門から西院を見学しましたが、まだ時間が早かったためか見学者も少なく、五重塔
をはじめじっくりと見ることができました。次に奈良公園に移動し、昼食後に二月堂から東大
寺を見学しました。秋晴れのさわやかな天気でとても気持ちよかったです。見学後に短時間
ではありましたが、外国からの観光客に話しかける「イングリッシュチャレンジ」を行い、子ど
もたちは勇気を出して話しかけていました。その後、京都へ移動し、二条城と清水寺を見学
しました。特に清水寺はすごい観光客の数で、人波にのまれてはぐれないよう移動も一苦労
なほどでした。清水坂で買い物をして、宿泊地である宇多野ユースホステルに入りました。 

 

２日目は、まず石庭で有名な龍安寺を訪れ、寺内の静けさに心を落ち着かせました。次に
「八つ橋庵とししゅう館」に移動して生八つ橋手づくり体験を行った後、鹿苑寺を訪れて金
色に輝く「金閣」を中心に見学しました。観光客にも人気のスポットとあって、すごい人波で
したが、９人という少人数を生かして手際よく見学することができました。続いて立命館大学
平和ミュージアムを訪れ、「平和」についての学習を行いました。子どもたちは展示を真剣に
見学しながら、自分にとっての「平和」とは何かを考えていました。そして最後の見学地であ
る東映太秦映画村では、子どもたちは時代劇のセットを見学したりアトラクションを楽しんだ
りお土産を買ったりと目いっぱい楽しんでいました。たくさん学習し、たくさん楽しんで、みん
なとの思い出をいっぱいつくることができた修学旅行となりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児 童 会 役 員 学級委員（代表委員） 

会長 鳥居 奏汰（６年） 澤井 琉我（１年） 

副会長 宮川  礼（６年） 打田 舷介（２年） 

書記 丹羽 彩花里（６年） 間島  想（３年） 

書記 齋藤  維（６年） 明石 晟哉（４年） 

委  員  長 廣森 心優（５年） 

体育･放送 中村 煌太朗（６年） 間島 一晴（６年） 

保健･給食 林  咲希（６年） ※ 後期からは､１年生も 

学級委員を選出します。 図書･環境 廣森 千夏（６年） 

９月２９日（月）５限目に、令和７年度後期の児童会役員・
学級委員・委員長の任命式を行いました。 
新しい役員・委員・委員長さんを中心に、全校児童４０名

で力を合わせ、より良い白川小学校をつくっていきましょう！ 
 

１０月 ７日（火）２・３限目 
５年生が社会見学でキンレイ亀山工場を訪れ、

工場見学を行いました。「亀山工場では４種類の冷
凍ラーメンをつくっていること」「地域とのつながり
を大切にし、地域に愛される工場を目指しているこ
と」などを教えていただきました。また、実際に工場
でつくった麺をゆでて味見させていただいたり、工
場内を見学させていただいたりしました。工場の皆
さんに、やさしく丁寧に教えていただき、キンレイ亀
山工場がより身近に感じられるようになりました。 

１０月１０日（金）３限目 
３年生が、市社会福祉協議会

より講師を招いて「認知症キッズ
サポーター養成講座」を受講しま
した。「認知症」について学習し、
自分たちに何ができるかを考えま
した。やさしい気持ちで寄り添い
見守ったり支援したりすることを
心がけていきます。最後に、サポー
ターの証である認定証とオレンジ
リングを受け取りました。 
 

１０月１５日（水）１～３限目 
全校児童で市社会福祉センターを訪問し、本年度２回目
の「つくしの家」との交流会を行いました。子どもたちや「つく
しの家」が企画したゲームで楽しみながら交流をしました。
誕生日チェーンでは、言葉を使わずに互いに顔を見合わせ
てジェスチャーで誕生日を伝えあうことで、自然と互いの距
離が近くなったように感じました。また、子どもたちと利用者
の方とでペアをつくり、利用者の方々が普段「つくしの家」で
行っているレクリエーションを楽しみました。ボールやリングを
思うように転がしたり投げたりするのは意外と難しく、高得点
をとると皆から思わず歓声が上がっていました。次回本年度
最後の交流会は、１２月上旬に白川小学校で行う予定です。 
 

商品裏面

の製造所

固有記号

が「＋Ｍ」

なのが、

亀山工場

産だよ！ 


